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弓道上達BOOK：正しい射衡を身につける
〈成美堂出版）［体芸 789.5-Ky8〕
わが国での弓矢OJ専用1:.いつ頃から始まったのかは不明である．しかし，約10万
年以前の遺跡から石織が発見されているζとから．その歴史は相当官いものと考えら
れる．弓矢で盛物を捕らえ食料とし．危険な動物から身を守るというζの武器の発明
は．当時の人々の生活に一大変革を起ζLたと想像できる．
日本の弓には．他の民集の弓矢にはない特徴が蟻っかある．第一に．弓が長いとい
うζとである．現在の標準的な弓の長さ1:.絢2m21cmである．近年．弓道を学ぶ諸
外国の人が楢えつつあり．身長の高い人の場合には．約2m40cm近くの弓も使用さ
れている．引く矢の長創立射手の身長の半分が基準である．竹と木を強り合わせて作
られている弓であるため．引いた時の曲げによる破壊の限界ぎりぎりの畏さが2m数
+cmとなるからである．
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第2の特徴は．世観仰がほぼ申央を握るのに対して．日本弓lま土から三分の＝の所を握るζとである．
ζれは．縄文中期の尖石遺跡の線裏IJ圃や弥生時代の銅鐸に描かれた弓を見ても現在と問機．弓の中央では
な〈土から三分の＝の辺りを纏っている．どうしてζのような位電線るようになったのかは不明である．ζの説
明として，同じ長さの矢を引いた際．申央よりも下を握った方が弓カが楢太し．矢が仰角をもって発射されるか
らとか．ま弘握り位置が弓の掻勤の一番少ない部位で，同時に弓の下方を橿る己とにより弓幹は垂直ではな
<. 10徹底的方向に前傾し．手首関節が上下に偏らずに申立の位置となり，日本弓独特の手の肉の働きを行
いやすいから．職場での膝をつけた低い姿艶や騎嚢での弓矢の操作を行いやすくするため．などといった脱明
はあるが．轟々 の祖先lま様々 な健肢からこのような極りの位置としたのであろう．
このような弓を使用し．的申時制f，貫徹力を増すために職園の世を経て視の進歩と問機．精妙な射
街が作り上げられた0 16世紀に目置流各派によって実戦前射衝が考案され．筑波太字にもその当時の射衝が
伝わっている．
従来，スポー ツに闘する本は．写真と技術解践で構成されているが．本書はそれとは異なり．全買カラー 写真
と射衡のポイントだけを付け加えた．非常に目で見て判りやすい構成となっている．ぜひ，日本人の弓術の知恵
を見ていただきたい．
（もり・としお 人間総合科学研究科教授）
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